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１．三菱重工の製品開発の特長／シェアードテクノロジー体制

■ 幅広い製品技術を蓄積し、それらを各事業の製品開発に横断的に適用することで、スピーディな製品開発を実現しています。

■ 全社の技術やリソースを集約・共有することで、コングロマリットの強みを最大化しています。

事業ポートフォリオ

技術ポートフォリオ 700+

シェアードテクノロジー体制

製品の形式知・暗黙知 製品間を跨いだ技術の適用O/I

イノベーション
の源泉

技術の
最適化
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１．三菱重工の製品開発の特長／シェアードテクノロジー体制

■ 類似の特性を持つ製品間の設計・製造技術を横通し、効率的に製品・サービスを開発・改良しています。  

過酷

大型

・・・・

膨大な構成部品

GTCC 防衛・宇宙原子力商船 航空エンジン

設計技術 製造技術
制御・AI・流体・伝熱 など 溶接・鋳造・組立 など



2. 製品を構成する要素技術
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一般財団法人日本航空機エンジン協会提供

エネコンダクタ※2MaiDAS※1

航空エンジンごみ焼却炉ロケット コンプレッサターボ冷凍機

               
燃焼技術 流体技術

２．製品を構成する要素技術

要素技術

AI技術電気・電子技術制御技術構造技術

※1 MaiDAS：遠隔監視・運転支援システム ※2 エネコンダクタ：熱源総合制御システム

■製品は多くの要素技術で設計・製造されています。また要素技術は製品間で共通しています。

磁気軸受
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：燃焼の例

■ 燃焼技術は、安定・高効率な燃焼装置を設計するために必要な要素技術。

■ 発電設備やごみ焼却設備のための安定した燃焼、大きな推進力を生むための爆発的な燃焼など、燃焼を扱う様々な
装置・システムの設計・最適化検討に共有しています。

温度

圧力

ごみ焼却炉

GTCC（燃焼器）

ロケット(エンジン)

ボイラ

（防衛・宇宙）
数百秒を
爆発的に燃焼

（エネルギー・インフラ）
数千時間～数万時間を
安定に燃焼

エンジン

飛昇体※

(極超音速誘導弾)

※ 防衛力抜本的強化の進捗と予算 令和８年度概算要求の概要(防衛省)
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：流体の例

GTCC・圧縮機
（軸流式）

ターボチャージャ
（遠心式）

■ 流体技術は、高効率かつ安定に流体機械やシステムを動作させる流体制御設計に必要な要素技術。

■ 用途に応じた様々なタイプの圧縮機の設計や多様な特性の流体を安定に流動させる流体機械の設計等、
流体を扱う様々な装置・システムの設計・最適化検討に共有しています。

コンプレッサ
（遠心式）

空気以外
（冷媒等）

空気

圧縮機・ポンプの種類
容積式（スクロール、レシプロ） ：低流量、高圧
遠心式 ：幅広い流量に対応可能・安定
軸流・斜流式 ：低いエネルギ―損失で大流量に対応

カーエアコン
（スクロール式）

MET過給機
（軸流式）

ターボ冷凍機
・圧縮機（遠心式）

液水ポンプ
（レシプロ式）

循環水ポンプ
（斜流式）

流量

圧力
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：伝熱の例

■ 伝熱技術は、過酷な熱環境で熱の移動を制御し、機器の適切な温度管理を実現するための要素技術。

■ 断熱による過熱防止や極低温流体の熱交換、冷却性能を高める伝熱促進技術など、熱制御が求められる様々な
製品・装置の設計に共通して活用されています。

熱交換量

温度[℃]

0

ガスタービン
(翼冷却)

ボイラ
(沸騰伝熱促進)

H3ロケット
(エンジン冷却&液体燃料ガス化)

水素ステーション

データセンタ
(チップ冷却)

多い少ない

断熱/遮熱技術

伝熱促進技術

極低温流体
熱交換技術

※ 防衛力抜本的強化の進捗と予算 令和８年度概算要求の概要(防衛省)

飛昇体(極超音速誘導弾)※

(空力加熱防御）

宇宙機器
(宇宙放熱抑制）

原子力プラント
(蒸気発生器高性能化)
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：ヒートポンプの例

■ ヒートポンプ技術は、排熱や外気から熱エネルギーを取り出し、効率良く加熱・冷却する技術。

■ 流体技術による冷媒の圧縮・膨張操作および伝熱技術による熱交換により少ない電力で高い効率が得られるため、
省エネやCO2削減の重要な技術です。

給湯用
ヒートポンプ

大型排熱回収ヒートポンプ

中型排熱回収
ヒートポンプ

空冷チラー ターボ冷凍機

基本原理

空調 冷水・冷蔵

蒸気

温水

PAC※1, RAC ※2

※1）Packaged Air Conditioner ※2）Room Air Conditioner

熱輸送量

温度
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：構造の例

■ 構造技術は、設備・機械が受ける荷重や環境条件を考慮し、最適な構造設計を実現するための要素技術。

■ 運用寿命や保守性等を考慮した構造様式・材料選定等、当社の全製品の設計・最適化検討に共有しています。

構造物が
受ける力
の大きさ

しんかい6500

潜水艦

船舶ガスタービン H3ロケット

原子炉容器

液体水素昇圧ポンプ

飛昇体※

(極超音速誘導弾)

コンプレッサ

航空エンジン

ターボチャージャ

新交通システム

※ 防衛力抜本的強化の進捗と予算 令和８年度概算要求の概要(防衛省)

JAMSTEC提供

一般財団法人日本航空機エンジン協会提供

大きさ
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：トライボロジー(摩擦・摩耗・潤滑)の例

■ トライボロジー技術は、機械が接触する部分の摩擦・摩耗・潤滑を評価し、機械を安定・安全に利用するための要素技術。

■ 回転機械の軸と軸受けの接触部分の摩擦・摩耗の評価、潤滑剤による摩擦・摩耗の軽減等、当社の多くの回転機械の
設計に共有しています。

軸が
受ける力 GTCCのローター

（軸・軸受）

ターボチャージャ
（軸・軸受）

ターボ冷凍機の
圧縮機

（軸・軸受）

小型・高回転速度

大型・低回転速度

製鉄機械の圧延機 
（軸・軸受)

中型・中回転速度

大型船舶の推進機 
（軸・軸受)

回転速度
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：振動の例

■ 振動技術は、構造物の振動解析・計測、振動制御技術などを通じて、製品の低振動設計を実現するための要素技術。

■ 地震に伴う構造振動、流れに伴う流体振動、回転体の振動や燃焼振動など、幅広い振動事象に対する振動評価技術や
振動低減・制御技術等、当社の全製品の設計・最適化検討に共有しています。

周波数

構造
規模

ロケット(エンジン)

新交通システム

原子力発電プラント

GTCC

ターボチャージャ
蒸気タービン

化学プラント

燃焼振動
回転体振動

流体振動

構造振動
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２-１ 設計技術を構成する要素技術：パワエレの例

■ パワエレ技術は電磁界、回路、制御等、電動製品の小型高出力化・高効率化のために必要な要素技術。

■ 各種モビリティ向けの高トルク密度モータから、冷熱製品・エアコンプレッサ用の高速モータ等、
当社電動製品の設計・最適化検討に共有しています。

モータ回転数

モータトルク

ターボ冷凍機

電動
カーエアコン

ルームエアコン

潜水艦

中型無人機

燃料電池向け
コンプレッサ

※UUV：無人潜水艇

新交通システム

特殊車両

UUV※

熱輸送量

温度
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３-１ 設計技術を構成する要素技術：化学反応の例

■ 化学反応技術は、化学反応を利用した有価物製造・除害装置の省エネ化・高転換率のために必要な要素技術。

■ 化学反応を制御するために必要となる、高精度な物性推算技術・素反応解析技術、流体・伝熱などとの連成解析技術を
保有し、当社の幅広いエネルギー・化学関連製品に共有しています。

温度

圧力

バイオマス向け
加水分解

高圧水電解

アンモニア合成メタノール
合成

SOEC※

脱硝

ターコイズ
水素製造

アンモニア
分解水素製造

CO2回収

※SOEC：固体酸化物形水電解装置

熱輸送量

温度
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２-２ 製造技術を構成する要素技術：加工（溶接・鋳造・精密鋳造・AM）の例

金属AM

精密鋳造

鋳造

溶接

溶接：金属同士を熱で溶かし、一体化させる

鋳造：溶けた金属を砂型に流し込み、冷やし固める

精密鋳造：ロウの型を使い、高精度な部品を作る

金属AM：デジタルデータを基に直接造型

■ 加工技術は、微細部品から大型構造物まで、要求精度に応じた最適な製造を支える基盤技術。

■ 溶接・鋳造・精密鋳造・金属AM※など多様な製造技術を保有し、当社の幅広い製品の製造に共有しています。

ガスタービン
ブレード

ガスタービン
車室

ガスタービン部品

船舶
船体

ターボチャージャ
ケーシング

原子炉
圧力容器

エンジン

※AM：積層造形

部品の大きさ

構造の
複雑さ
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２-２ 製造技術を構成する要素技術：組立の例

部品
点数

■ 組立技術は、小型製品から大規模プラント建造まで、安全かつ高精度に製品を製造するために必要な製造技術。

■ 部品点数、精度要求、作業環境が異なる製品間でも、安全性・信頼性を確保し、高精度・高品質に製品を組立てる
技術は不可欠であり、全製品の製造プロセスに共有しています。

配管の複雑な取り回し
天候や地盤条件を考慮した搬入・据付

GTCC・発電プラント

H3ロケット

温度・湿度の厳密管理
ミクロン単位の組立

ターボチャージャ

少ない部品点数
生産ライン自動化

大規模プラント
建設工事

高精度・精緻
な組立

小型大量
生産品の組立

Point

Point

船舶・艦艇

大型建造物の組立

溶接歪み・熱変形の考慮・補正
屋外でのミリ単位の組立

Point

Point

大きさ
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２-２ 製造技術を構成する要素技術：非破壊検査・計測技術

■ 非破壊検査・計測技術は、製品や部品の品質・性能を評価し、信頼性とリードタイム半減を両立するための要素技術。

■ 製造現場から出荷後のアフターサービス現場まで、製品の品質や信頼性を確保するために、超音波・X線・画像解析等の
様々な検査技術を活用し、幅広い製品で検査技術を共有しています。

製造検査 オンライン
モニタリング

アフターサービス検査

X線による高精度な
内部欠陥検出技術(X線)

超音波による
内部欠陥検出技術（超音波）

現場で利用可能な
ペンシル型内部欠陥検出技術

プラント配管の遠隔
モニタリングシステム

ロボットによる安全・効率的な
検査システム

内部欠陥

内部欠陥

汎用性
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２-２ 製造技術を構成する要素技術：溶射の例

■ 溶射技術は、高い耐熱性を有する製品を製造するために、耐熱金属やセラミックス等の遮熱材をコーティングする技術。

■ 様々な製品要求に応じたコーティング材料の選定・ハンドリング技術や、高品質なコーティング施工技術を共有しています。

GTCC
（タービン翼）

飛昇体(極超音速誘導弾)※1

（燃焼器）

＜セラミックスハンドリング技術＞
SOFC/SOEC※2の電極（電解質）と同じ
素材を使用、セラミックスハンドリング技術を
共有して開発

タービン翼表面にセラミック材を
溶射コーティングして耐熱性を向上

耐熱コーティング材
（YSZ：イットリア安定化ジルコニア）

航空エンジン
（タービン翼）

他製品の
技術を流用

超高温の環境から部材を守るための遮熱コーティングが必須

※1 防衛力抜本的強化の進捗と予算 令和８年度概算要求の概要(防衛省)
※2 SOFC：固体電解質形燃料電池、SOEC：固体酸化物形水電解装置

一般財団法人日本航空機エンジン協会提供

温度

圧力
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ごみ焼却炉
燃焼最適化
ピットクレーン
自動運転

２-３ 設計・製造技術を構成する要素技術：制御の例

自動化
(指示通り動かす)

個
(機械単体)

最適化
(かしこく動かす)

自律化
(自らの判断で動かす)

システム
(機械の集合体)

群
(複数の独立
した機械)

GTCC
運転自動化
(DIASYS)

GTCC
運転最適化

複数機指揮統制
フォーメーション制御

溶接自動化

制御対象

制御レベル

■ 制御技術は、製品やシステムの最適化や自動運転等、当社製品を安全かつ高効率に動作させるために必須の技術。

■ データ分析技術、画像解析技術、AI技術、統合制御等、当社製品・サービスを「かしこくつなぐ」技術を全社で共有しています。

自律型無人ビークル
適応制御

複数ターボ冷凍機含む
熱源最適制御システム

(エネコンダクタ)

※ MaiDAS：プラント統合運用システム

※
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設計 製造

VR

MR

２-３ 設計・製造技術を構成する要素技術：XRの例

民間機製造技術(組立検査)

部品組み立て現場でCADデータと
現場部品を重畳表示し、作業・検査の精度
と効率を向上

※XR : VR(仮想現実)、 MR(複合現実) 、AR(拡張現実)の総称

■ XR※技術は、仮想空間と現実を融合し、複雑な構造や工程を直感的に把握・検証するために必須となる技術。

■ 設計から製造、運用・保守まで、当社全製品のプロセスに共通して適用できる技術として共有しています。

AR

新交通システム
(保守作業)

仮想空間内で
作業手順を実体験

汎用性

設計段階で作業性を検証し、
設計へフィードバック

宇宙機器設計技術
(作業性チェック)

ボイラー製造技術(据付作業)

機器据付現場に配置位置を投影することで、
測量作業が不要となり、据付作業効率を向上

配置位置を投影
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２-3 設計・製造技術を構成する要素技術：AI・DXの例

■ AI・DXは、製造プロセスの自動化・最適化や品質管理の高度化、故障予知や生産計画の効率化を実現する技術。

■ 設計から製造、運用・保守まで幅広く活用し、安全かつ高品質な製品を実現する技術として共有している。

製品間の横通し（横の効率化・一元化）

AIによる材料検査の自動化技術

設計業務効率化プラットフォーム

R&D

試作

検証

設計

引合

調達

企画

建設

製造

AS

生産計画の自動立案技術

教師データ学習

欠陥を自動判定

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化

（
縦
の
効
率
化
・
一
元
化
）



3. 三菱重工の技術を維持・高度化する仕組み
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３．三菱重工の技術を維持・高度化する仕組み：ハードウェア × 先進技術

研究開発費

YEAR

投資が集中

競争優位性

希少性
×

不可欠性

YEAR

グローバル

MHI

Red Ocean

■ ものづくりに不可欠なハードウェアと先進技術を組み合わせ、競争優位性を強化する。

研究開発費

AI

ソフトウェア

ハードウェア

ものづくりに不可欠なハードウェア

先進技術（含AI）
OI & 

連携強化
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３．三菱重工の技術を維持・高度化する仕組み：組織

事業

GTCC 原子力 防衛

燃焼

流体

構造

・・・

・・

（新設）

AI

VR
・・

基盤技術

先進技術

  

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

■ 技術の横通しを行うための組織（テクノロジーユニット）が製品間を跨いだ技術適用を行い、製品開発を効率化する。

■ 設計・製造に不可欠な基盤技術を維持・高度化し、事業や先進技術動向に応じてTU構成を見直す。

（TU）

シェアード
テクノロジー部門
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